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研究要旨 

精密重力観測にとって，冬季の積雪による影響が観測点によっては大きく，精密な補正が必要にな

る場合がある．私たちはフィールドで多点展開することを想定して，簡易型の積雪重量計を開発し，

各地において試験観測を行っている．ここでは新潟大学気象・積雪観測ステーション（新潟県魚沼市

大白川）において，プレッシャーピローとの比較を行った．また，東北大学蔵王観測所においても同

様の実験を行った．簡易型の積雪重量計は感圧部の面積が小さいことによるバイアスがあると考えら

れ，それを低減するため，ボックス状のカバーを用意して装置を囲った．その結果，荷重を過大評価

する傾向に関しては一定の効果があることがわかったが，細かい条件による挙動の違いを正確に理解

するにはさらに多くの実験が必要であることがわかった． 

Ａ．研究目的

2011 年東北地方太平洋沖地震の発生直後から，

地下ではすでに「次の地震」への準備過程が始ま

った．それをモニターする手段の一つが精密重力

観測であるが，とくに豪雪地帯においては積雪荷

重の影響が大きく，それを正確に補正することが

必須である．積雪荷重を測定するための既存の積

雪重量計は大掛かりなものであり，フィールドで

の多点展開には不向きである．そこで私たちは，

簡易型の積雪重量計を開発し，改良を重ねつつ実

地において試験観測を行ってきた．本研究の目的

は，各種の気象・積雪観測が行なわれている観測

ステーションにおける積雪重量の比較観測から，

積雪重量の簡易測定及び推定方法を確立するこ

とである． 

Ｂ．研究方法

新潟県魚沼市大白川の新潟大学気象・積雪観測

ステーションに，簡易型積雪重量計を設置し，既

存の積雪重量計（プレッシャーピロー）などとの

比較観測を行う．この実験は平成 27 年度から実

施しているが，簡易型積雪重量計で計測された荷

重が実際よりも過大評価になる傾向があること

がわかってきた．この対策のため，平成 29 年度

には，感圧部の天板を厚くすること，および周囲

の雪との分離を図るためのカバー（底面 50cm X 

50cm，高さ 50cm）の設置を試みる． 

これに加えて，平成 28 年度からは，同様の装

置を用いて東北大学蔵王観測所においても観測

を実施している．こちらでは，大白川とは逆に，

荷重が過小評価になることがわかってきた．大白

川と蔵王での挙動の違いが，測定の誤差の原因に

ついて有用な情報を与える可能性がある．平成 29

年度には，大白川と同様のカバーの設置を行い，

効果を確認する． 

Ｃ．研究結果

大白川における実験では，2 セットの積雪重量

計を設置した．一方のセットでは，シーズンの途

中で積雪を掘って装置の状態や積雪断面を観察



する．もう一方のセットは，シーズンを通して系

を乱さないように保つ．また，上述のカバーは，

後者のほうにつけた．掘り出し用のほうは，雪が

積もり出してからはプレッシャーピローの2倍程

度の値で立ち上がっていき，これは例年通りであ

った．平成 30 年 4 月に雪掘りをして観察したと

ころ，大理石の天板が割れていることがわかった．

データロガーの設定が悪かったため，どの時点で

割れたのかは不明である．もう一方のカバーをつ

けたセットのほうは，荷重値の立ち上がりがにぶ

く，平成 30 年 3 月ごろまでプレッシャーピロー

に比べて過小評価であった．3 月から 4 月にかけ

てはプレッシャーピローの値を超え，プレッシャ

ーピローのほうが低下し始めてもほぼ一定の値

を保った．天板は割れなかった． 

蔵王における実験では，機材の準備が遅くなっ

たため，平成 30 年 1 月にすでに積もっている雪

を掘り下げ，周囲の積雪と分離する形でカバーを

設置した．設置直後は，タイムラプス映像とも比

較して，積雪によく対応した変化を示しているよ

うだったが，荷重の絶対値としては小さすぎるよ

うであった．カバー設置後に積雪断面調査を行う

機会はなかった．融雪後に装置を回収したところ，

PET ボトルが変質して塑性変形したような（ぶよ

ぶよになったような）感触があり，これまでに経

験したことのない観察事実となった． 

Ｄ．考察

簡易型積雪重量計の弱点は，感圧部の面積が小

さいため，装置が感じる荷重の有効面積が実際よ

りも大きくなってしまうことにある．大白川にお

いて，今シーズン導入した厚い天板もやはり割れ

たが，それはこうした効果のためであると考えら

れる．しかしカバーをつけたほうの天板は割れな

かったので，それだけでもカバーには一定の効果

があると言える．しかしかえって荷重が過小評価

になったことの原因ははっきりしない．鉄製のカ

バーが荷重の一部を支える形になったか，あるい

は雪の積もり方じたいに影響を与えた可能性も

考えられる．最終的にシーズン末期に例年と同様

に過大評価になったことは，雪の圧密が進んでカ

バーの効果がなくなってきたと考えるとつじつ

まがあう． 

蔵王においては，残念ながら十分な実験ができ

なかったが，現場に設置して 2 シーズンめの PET

ボトルが変質したことは今後の教訓であり，紫外

線などの対策の必要性が感じられた． 

Ｅ．結論

大白川および蔵王における実験から，同じ装置

を用いても値が過大になったり過小になったり

することがわかってきた．また，周囲の雪と分離

するためのカバーには一定の効果があることが

わかった．今後，天板の材質やカバーのデザイン，

温度や降雨との関係などをより詳しく調べてい

きたい．あわせて，気象観測データに基づく積雪

重量の推定方法についても検討していきたい． 
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